
『
大
乗
法
葱
義
林
章
』

に
お
け
る
諸
経
論
の
仏
身
観
に
対
す
る
解
釈

|
|
「
三
身
義
林
」
第
一

日
間
川
刷
川
口

本
論
文
は
、
『
成
唯
識
論
』
の
立
場
か
ら
諸
経
論
の
仏
身

観
を
検
討
し
た
基
撰
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
.
(
以
下
『
義
林

章
』
)
の
「
三
身
義
林
」
を
解
読
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

『
義
林
章
』
の
撰
者
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
現
存
の
形
が
撰

述
当
時
の
原
本
で
あ
る
の
か
否
か
と
い
う
点
な
ど
問
題
を
含

ん

で

お

り

と

、

こ

こ

で

扱

う

「

三

身

義

林

」

に

つ

い

て

も

「
二
種
生
死
義
林
」
と
い
う
存
在
し
な
い
章
に
関
す
る
記
述

が
あ
る
と
い
う
重
要
な
問
題
が
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
一
応
、

基
撰
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
、
何
等
か
の
問
題
が
生
じ
た
場

合
、
そ
の
都
度
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
今
回
は
、
問
題
点
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
た
め
に
、

三
身
義
。
略
以
五
門
分
別
。
一
弁
名
。
ニ
出
体
。
三
開

合

廃

立

。

四

因

起

果

相

。

五

諸

門

分

別

。

と

と
い
う
五
門
の
内
、
前
半
の
第
一
〈
弁
名
〉

の
み
を
扱
う
こ
と
に
し
た
。

-
第
二

〈
出
体
〉

〈
弁
名
〉

-
第
二
〈
出
体
〉
|
|博

士
課
程
三
回
生

長
谷
川
岳
史

て
第

『
義
林
章
』
「
三
身
義
林
」
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
「
名

を
弁
ず
」
と
し
て
、
三
身
そ
れ
ぞ
れ
の
名
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
代

表
的
な
三
身
説
と
し
て
玄
英
訳
『
仏
地
経
』
と
『
金
光
明
経
』

(
対
象
と
な
る
訳
に
つ
い
て
は
後
述
)
の
仏
身
観
を
あ
げ
て

い
る
。

-2一

第
一
弁
名
者
。
仏
地
経
説
。
自
性
法
・
受
用
・
変
化
差

別
転
。
金
光
明
経
第
二
巻
三
身
品
説
。
一
切
如
来
有
三

種
身
。
一
者
化
身
。
ニ
者
応
身
。
三
者
法
身
。
如
是
三

身
摂
受
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩
提
。

3
V

こ

こ

で

は

、

ま

ず

『

仏

地

経

』

と

の

自

性

法

身

・

受

用

身
・
変
化
身
を
あ
げ
、
次
い
で
『
金
光
明
経
』
の
法
身
・
応

身
・
化
身
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
対
象
と
な
っ

て
い
る
『
金
光
明
経
』
と
は
、
，
「
第
二
巻
三
身
品
」
と
い
う

指
示
か
ら
、
義
浄
訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
二
「
分
別
三

身

品

」

第

三

主

で

あ

る

こ

と

が

分

る

。

曇

無

識

訳

『

金

光



e 
v 

明

経

』

(

「

分

別

三

身

晶

」

は

無

い

)

と

義

浄

訳

『

金

光
明
最
勝
王
経
』
の
中
間
的
な
形
態
を
示
す
宝
貴
合
楳
『
合

部
金
光
明
経
』
の
巻
一
に
あ
る
真
諦
訳
「
三
身
分
別
品
」
第

三
ェ
に
'
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
が
、
本
論
文
で
『
金
光
明

経
』
と
い
っ
た
場
合
、
特
別
の
指
示
が
な
い
限
り
、
義
浄
訳

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
を
指
す
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

『
義
林
章
』
で
は
以
下
、
玄
英
訳
『
仏
地
経
論
』
を
軸
に

三
身
各
々
に
つ
い
て
説
明
し
、
他
経
論
、
特
に
『
金
光
明
経
』

の
三
身
説
の
構
造
と
の
比
較
を
試
み
て
い
る
。
ま
た
、
各
身

の
名
を
六
離
合
釈
に
よ
っ
て
解
釈
し
て
い
る
。

①
自
性
身
A

法
身
)

仏
地
論
説
。
自
性
即
是
初
自
性
身
。
体
常
不
変
名
自
性

身
。
成
唯
識
言
。
是
一
切
法
平
等
実
性
。
無
性
摂
論
第

九
巻
言
。
非
仮
所
立
故
名
自
性
。
非
如
余
身
合
集
成
故
。

是
所
依
止
故
名
為
身
。
自
性
即
身
。
是
持
業
釈
。
法
謂

差
別
諸
功
徳
義
。
性
謂
本
体
。
義
之
体
故
名
為
法
性
。

無
性
釈
言
。
法
性
即
身
故
名
法
身
。
或
法
即
是
諸
有
為

徳
。
此
是
彼
体
法
之
性
故
。
名
為
法
性
。
無
性
釈
言
。

或
是
諸
法
所
依
止
処
。
成
唯
識
言
。
大
功
徳
法
所
依
止

故
。
仏
地
論
言
。
力
無
畏
等
諸
功
徳
法
所
依
止
故
。
名

為
法
身

a

)

O

是
依
主
釈
。
身
有
三
義
。
成
唯
識
言
。

体
依
緊
義
。
総
説
名
身
。
法
性
即
身
。
是
持
業
釈
。

9 

こ

こ

に

は

『

仏

地

経

論

』

『

成

唯

識

論

』

『

無

性

摂

論
』
(
無
性
造
『
摂
大
乗
論
釈
』
)
と
い
っ
た
玄
英
訳
の
論

書
を
も
と
に
、
自
性
身
及
び
法
身
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
法
身
と
は
、
三
身
を
統
括
す
る
意

味
で
の
広
義
の
法
身
の
こ
と
で
は
な
く
、
自
性
身
日
法
身
と

い
う
意
味
で
の
狭
義
の
法
身
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
自
性
身
・
法
身
と
い
う
名
に
つ

い
て
、
「
自
性
即
身
」
「
法
性
即
身
」
と
す
る
持
業
釈
と

「
法
之
身
」
と
す
る
依
主
釈
と
の
二
義
あ
げ
て
い
る
が
、

『
成
唯
識
論
』

1
2

で
は
体
・
依
・
緊
を
「
身
の
三
義
」
と

し
て
お
り
、
基
の
『
成
唯
識
論
述
記
』
(
以
下
『
述
記
』
)

l
l
v

で
は
こ
れ
を
体
性
・
依
止
・
衆
徳
緊
と
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
厳
密
に
い
え
ば
、
こ
の
三
義
を
具
し
て
は
じ
め
て

「
身
」
と
言
い
得
る
わ
け
で
、
こ
れ
に
よ
る
と
『
無
性
摂
論
』

「
或
是
諸
法
所
依
止
処
」
ー
と
・
『
成
唯
識
論
』
「
大
功
徳

法
所
依
止
故
」

1
3
v

・
『
仏
地
経
論
』
「
力
無
畏
等
諸
功
徳

法
所
依
止
故
」

1
1

を
論
拠
と
す
る
依
主
釈
は
、
三
義
の
内
、

依
止
の
面
の
み
に
よ
っ
て
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

る
。
こ
の
『
成
唯
識
論
』
で
い
う
「
身
の
三
義
」
は
、
『
成

唯
識
論
』
の
自
性
身
・
法
身
を
解
釈
す
る
上
で
は
特
に
重
要

で
あ
り
、
自
性
身
に
つ
い
て

一
自
性
身
。
謂
諸
如
来
真
浄
法
界
。
受
用
変
化
平
等
所

依
。
離
相
。
寂
然
。
絶
諸
戯
論
。
具
無
辺
際
真
常
功
徳
。

-3-



是
一
切
法
平
等
実
性
。
即
此
自
性
亦
名
法
身
。
大
功
徳

法
所
依
止
故
。

1
5
}

と
い
う
よ
う
に
、
理
体
で
あ
る
と
す
る
『
成
唯
識
論
』
の
立

場
か
ら
、
何
故
、
理
体
が
「
身
」
と
呼
ば
れ
う
る
の
か
を
説

明
す
る
場
合
に
、
体
性
(
一
切
法
平
等
実
性
)
・
依
止
(
大

功
徳
法
所
依
止
)
・
衆
徳
緊
(
具
無
辺
際
真
常
功
徳
)
の
三

義
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
そ
の
根
拠
と
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

②
受
用
身
(
自
受
用
身
・
他
受
用
身
)

仏
地
論
説
。
受
用
即
是
次
受
用
身
。
能
令
自
他
受
用
種

種
大
法
楽
故
。
此
義
総
顕
自
他
受
用
身
並
名
受
用
身
。

自
費
用
身
自
受
法
楽
。
他
受
用
身
令
他
受
用
。
成
唯
識

説
。
自
受
用
身
恒
自
受
用
広
大
法
楽
。
他
受
用
身
為
十

地
衆
現
通
説
法
。
決
衆
疑
網
令
他
受
楽
。
合
此
ニ
種
名

受
用
身
。
自
受
用
身
是
持
業
釈
。
受
用
即
身
故
。
他
受

用
身
是
依
主
釈
。
受
用
之
身
故
。
金
光
明
経
亦
名
応
身
。

但
説
他
受
用
。
不
説
自
受
用
名
為
応
身
。
応
宜
現
身
名

応
身
故
。
如
彼
経
説
。
善
男
子
。
是
諸
如
来
。
為
諸
菩

薩
得
通
達
故
。
説
於
真
諦
。
乃
至
広
説
。
是
身
能
現
三

十
二
相
八
十
種
好
項
背
円
光
。
是
名
応
身
。
自
受
用
身

定
慧
功
徳
。
彼
経
説
是
法
身
摂
故
。

I
e
v

こ
こ
に
は
受
用
身
を
自
受
用
・
他
受
用
の
二
に
分
け
る

『
仏
地
経
論
』
『
成
唯
識
論
』
の
説
と
法
・
応
・
化
の
三

身
説
を
と
る
『
金
光
明
経
』
の
応
身
と
の
対
応
関
係
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

文
は
ま
ず
、
自
受
用
・
他
受
用
の
二
身
を
「
受
用
身
」
と

名
づ
け
る
論
拠
と
し
て
『
仏
地
経
論
』
「
能
令
自
他
受
用
種

種
大
法
楽
故
」

1
7
}

を
あ
げ
、
次
い
で
『
成
唯
識
論
』
「
自

受
用
身
恒
自
受
用
広
大
法
楽
他
受
用
身
為
十
地
衆
現
通
説

法
決
衆
疑
網
令
他
受
楽
合
此
二
種
名
受
用
身
」

1
8
v

を

引
き
、
自
受
用
身
と
他
受
用
身
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て

定
義
し
な
が
ら
も
、
自
受
用
・
他
受
用
の
ニ
身
は
あ
く
ま
で

も
受
用
身
を
二
種
に
分
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

そ
し
て
、
自
受
用
身
は
「
受
用
即
身
」
の
持
業
釈
、
他
受
用

身
は
「
受
用
之
身
」
の
依
主
釈
で
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
し

一
応
の
定
義
づ
け
を
終
え
る
。

次
に
文
は
『
金
光
明
経
』
の
法
・
応
・
化
の
三
身
の
内
、

こ
の
枠
で
論
じ
ら
れ
る
「
身
」
と
し
て
応
身
を
を
あ
げ
て
い

る
が
、
基
は
こ
の
応
身
に
つ
い
て
「
但
説
他
受
用
不
説
自

受
用
名
為
応
身
応
宜
現
身
名
応
身
故
」
つ
ま
り
、
『
仏
地

経
論
』
・
『
成
唯
識
論
』
で
い
う
他
受
用
身
と
は
相
応
す
る

が
、
自
受
用
身
と
は
異
な
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
論
拠
と
し

て

『

金

光

明

経

』

「

善

男

子

是

諸

如

来

為

諸

菩

薩

得

通

達

故

説

於

真

諦

乃

至

広

説

是

身

能

現

三

十

二

相

八

十

種
好
項
背
円
光
是
名
応
身
」

1
1
を
引
き
、
「
為
十
地
衆
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現
通
説
法
決
衆
疑
網
令
他
受
楽
」
と
い
う
他
受
用
身
と

「
為
諸
菩
薩
得
通
達
故
説
於
真
諦
」
と
い
う
応
身
の
共
通

性
を
説
い
て
い
る
。
こ
こ
で
、
応
身
と
の
対
応
関
係
を
否
定

さ
れ
た
自
受
用
身
が
『
金
光
明
経
』
の
三
身
中
ど
れ
に
相
応

す
る
の
か
疑
問
が
残
る
が
、
基
は
「
自
受
用
身
定
慧
功
徳

彼
経
説
是
法
身
摂
故
」
と
し
て
、
自
受
用
身
は
『
金
光
明
経
』

の
法
身
に
相
応
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

③
変
化
身

仏
地
論
説
。
変
化
即
是
後
変
化
身
。
為
欲
利
益
安
楽
衆

生
。
一
不
現
種
種
変
他
事
畝
。
転
換
旧
形
名
変
。
無
而
忽

有
名
佑
。
変
与
化
異
。
是
相
違
釈
。
変
化
即
身
。
是
持

業
釈
。
此
挙
神
境
勝
作
用
名
変
化
身
。
多
為
変
化
事
故
。

金
光
明
経
単
名
化
身
。
能
導
引
故
。
受
楽
劣
故
。
勝
独

得
名
。
或
脱
略
名
化
。
変
化
即
身
。
是
持
業
釈
。

2
0
v

こ
の
変
佑
身
の
説
明
で
は
、
ま
ず
『
仏
地
経
論
』
の
「
変

化

即

是

後

変

化

身

為

欲

利

益

安

楽

衆

生

示

現

種

種

変

化

事
故
」

Z
4
を
あ
げ
、
「
変
他
」
の
語
を
「
変
」
と
「
他
」

に
分
け
て
解
釈
し
、
相
違
釈
で
あ
る
と
し
、
「
変
L

は
「
転

換
旧
形
」
の
義
、
「
佑
」
は
「
無
而
忽
有
」
の
義
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
そ
し
て
「
変
化
」
と
「
身
」
は
「
変
他
即
身
」

の
持
業
釈
で
あ
る
と
す
る
。

次
に
文
は
、
『
金
光
明
経
』
で
は
こ
の
変
化
身
を
単
に

「
化
身
」
と
い
う
と
し
て
、
そ
の
理
由
を
「
能
導
引
故
受

楽
劣
故
勝
独
得
名
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
導
引
に

優
れ
て
い
る
か
ら
、
勝
っ
て
い
る
面
を
強
調
し
て
単
に
「
化

身
」
と
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
説
明
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
に

よ
る
と
「
化
身
」
の
「
化
」
の
語
は
教
化
の
意
味
合
い
が
強

い
と
い
え
る
。
ま
た
文
に
は
、
こ
の
「
他
身
」
は
「
脱
略
」

(
省
略
)
し
て
「
他
」
と
も
い
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

④
=
一
身

総
名
三
身
。
是
帯
数
釈
0
2
2
v

こ
れ
は
第
一
〈
弁
名
〉
の
最
後
の
一
文
で
、
こ
れ
ら
を
総

じ
て
い
う
場
合
の
「
三
身
」
と
は
帯
数
釈
で
あ
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
、
次
の
第
二
〈
出
体
〉
に
お
い
て
、
三
身
各
々
の
体

に
つ
い
て
諸
説
が
述
べ
ら
れ
る
。

一う一

二
、
第
司
|
門
出
附

第
二
出
体
者
。
略
有
六
文
。

2
2
v

こ
の
第
二
〈
出
体
〉
は
、
大
き
く
第
一
義
・
第
二
義
・
第

三
義
と
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
第
三
義
中
に
お
い
て
四

義
あ
る
た
め
、
計
六
義
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。



①
(
第
一
義
)

一
者
有
義
。
唯
識
仏
地
皆
説
。
知
来
功
徳
身
土
。
甚
深

微
妙
。
非
有
非
無
。
離
諸
分
別
。
絶
諸
戯
論
。
非
界
処

等
法
門
所
摂
。
故
勝
義
諦
。
非
身
非
不
身
。
註
有
三
種
。

依
世
俗
諦
随
機
所
現
。
説
有
三
身
。
法
身
空
理
。
報
身

空
智
。
利
物
所
現
名
変
化
身
。
清
弁
等
師
皆
有
此
義
。

こ
の
第
一
義
は
『
成
唯
識
論
』
や
『
仏
地
経
論
』
に
説
か

れ
る
、
如
来
の
功
徳
・
身
・
土
は
、
甚
深
に
し
て
微
妙
で
あ

り
、
非
有
・
非
無
で
あ
り
、
諸
分
別
を
離
れ
云
々
と
い
う
主

張
を
論
拠
に
し
て
、
勝
義
諦
に
お
い
て
は
身
に
非
ず
、
身
に

非
ざ
る
に
非
ず
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
何
故
、

三
身
有
り
と
説
く
の
か
と
い
う
聞
い
に
対
す
る
形
で
、
そ
の

答
え
と
し
て
、
世
俗
諦
に
お
い
て
機
に
随
っ
て
現
れ
る
身
に

三
種
あ
る
か
ら
三
身
有
り
と
説
く
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
、
法
身

H
空
理
、
報
身

H
空
智
で
あ
る
と
し
、
利
仏
所

現
を
変
化
身
と
名
づ
く
と
す
る
。
こ
の
第
一
義
は
「
清
弁
等
」

の
説
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
先
に
「
『
成
唯
識
論
』
や
『
仏
地
経
論
』
に
説
か

れ
る
」
と
述
べ
た
部
分
に
つ
い
て
若
干
補
足
し
て
お
き
た
い
。

こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
如
来
功
徳
身
土
甚
深
微
妙

非

有

非

無

離

諸

分

別

絶

諸

戯

論

非

界

処

等

法

門

所

摂

」

と
い
う
箇
所
は
、
実
は
『
成
唯
識
論
』
の
文
2
5
v

な
の
で
あ

はる
、が

『
仏
地
経
論
』
に
も
同
内
容
の
文
が
あ
り
、

そ
こ
で

如
実
義
者
。
如
来
身
土
甚
深
微
妙
。
非
有
非
無
非
是
有

漏
亦
非
無
漏
。
非
善
非
悪
亦
非
無
記
。
非
租
界
等
法
門

所
摂
但
陣
所
宜
種
種
異
説
。
余
処
説
言
。
十
八
界
中
十

五
有
漏
八
無
記
等
。
但
就
二
乗
異
生
等
境
負
相
分
別
。

不
就
諸
仏
諸
大
菩
薩
甚
深
境
界
故
余
処
説
如
来
非
実
誼

界
処
摂
。

2
8
-

と
説
か
れ
て
い
る
。

『
成
唯
識
論
』
・
『
仏
地
経
論
』
の
こ
の
部
分
が
如
何
な

る
文
脈
で
述
べ
ら
れ
た
も
の
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
、
両
書

が
「
十
五
界
唯
有
漏
」
説
に
対
し
て
三
義
述
べ
る
中
の
『
成

唯
識
論
』
の
第
一
義
、
『
仏
地
経
論
』
の
第
三
義
で
あ
り
、

『
成
唯
識
論
』
で
は
こ
の
第
一
義
を
破
し
、
『
仏
地
経
論
』

で
は
こ
の
第
三
義
を
正
義
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

「
十
五
界
唯
有
漏
」
説
に
関
し
て
、
『
成
唯
識
論
』
を
も
と

に
説
明
し
て
お
く
と
、
『
成
唯
識
論
』
で
は
「
四
智
心
品
唯

無
漏
」
説
を
主
張
し
た
後
に
、

集
諭
等
説
。
十
五
界
等
唯
是
有
漏
。
如
来
量
無
五
根
五

識
五
外
界
等
。

2
7】

つ
ま
り
、
『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
(
以
下
『
集
論
』
)
等

に
は
五
根
・
五
識
・
五
界
等
は
有
漏
で
あ
る
と
す
る
「
十
五

界
唯
有
漏
」
説
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
如
来
の
十
五
界
も
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有
漏
で
あ
り
、
特
に
そ
れ
ら
と
密
接
に
関
係
す
る
成
所
作
智

ゃ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
示
現
さ
れ
る
変
化
身
・
変
化
土
も
全
て

有
漏
な
の
で
は
な
い
か
、
も
し
、
そ
れ
で
も
無
漏
で
あ
る
と

主
張
す
る
な
ら
ば
、
『
集
論
』
の
説
に
相
違
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
論
難
が
発
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
『
成
唯
識
論
』

や
『
仏
地
経
論
』
で
は
、
こ
の
「
十
五
界
唯
有
漏
」
説
を
如

何
に
会
通
す
る
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
三
義
あ
げ
る
の
で

あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
①
(
第
一
義
)
は

『
成
唯
識
論
』
の
第
一
義
、
『
仏
地
経
論
』
の
第
三
義
に
相

当
す
る
の
で
あ
る
が
、
今
、
「
十
五
界
唯
有
漏
」
説
を
考
慮

し
て
解
釈
す
る
と
、
如
来
の
功
徳
・
仏
身
・
仏
土
は
、
も
は

や
有
漏
・
無
漏
の
分
別
や
名
言
の
戯
論
を
超
え
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
何
等
「
十
五
界
唯
有
漏
」
説
に
抵
触
し
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
『
述
記
』
で
は
、
『
成
唯
識
論
』
の
第
一

義
に
対
し
、

此
第
一
説
。
如
来
身
土
離
能
所
分
別
。
三
七
分
別
。
絶

名
言
戯
論
。
非
組
処
界
有
情
等
所
摂
。
不
可
言
此
五
根

此
五
境
等
。
今
大
般
若
。
有
此
文
。
今
三
論
諸
師
多
為

此
解
。
故
不
可
以
十
五
界
等
有
漏
為
問
。
彼
言
有
漏
明

非
仏
身
。
仏
地
第
一
巻
説
。
此
師
当
第
三
義
。
彼
亦
無

評
。

Z
B
V

と
述
べ
、
「
三
論
諸
師
多
為
此
解
」
と
し
、
先
の
『
義
林
章
』

の
「
清
弁
等
師
皆
有
此
義
」
と
通
ず
る
解
釈
を
示
す
が
、
こ

の
説
が
『
仏
地
経
論
』
の
第
三
義
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
な
が
ら
も
「
彼
亦
無
評
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
先

に
も
み
た
よ
う
に
『
仏
地
経
論
』
で
は
こ
の
説
を
「
如
実
義
」

と
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
正
義
と
み
て
い
る
。

②
(
第
二
義
)

ニ
者
有
義
法
身
但
以
真
如
為
性
。
十
八
界
中
唯
有
後
三

通
無
漏
摂
。
由
此
仏
身
大
定
・
智
・
悲
三
法
増
よ
。
六

七
八
識
及
相
応
晶
為
自
受
用
身
。
平
等
性
智
随
十
地
宜
。

現
他
受
用
身
浄
土
相
。
成
所
作
智
随
三
乗
宣
。
能
起
変

佑
身
浄
土
相
。
此
二
身
土
妙
定
生
故
。
法
界
色
摂
。
非

仏
五
識
監
依
此
変
。
然
食
細
異
。
非
五
境
摂
。
成
所
作

智
。
或
是
第
六
第
七
相
応
。
六
相
応
者
観
自
共
相
等
名

妙
観
察
智
。
起
化
用
者
名
成
事
智
。
前
後
別
起
於
理
無

違
。
同
体
用
分
。
倶
亦
無
失
。
第
七
倶
者
変
他
受
用
名

平
等
智
。
起
変
化
者
名
成
事
智
。
仏
恒
在
定
。
五
識
性

散
。
前
十
五
界
在
仏
非
有
。
雄
転
五
識
得
成
事
智
。
然

成
事
智
体
非
五
識
。
知
転
生
死
言
得
浬
繋
。
然
彼
浬
繋

非
五
謹
摂
。

2
9
}

こ
の
説
は
、
先
の
①
(
第
一
義
)
で
触
れ
た
「
十
五
界
唯

有
漏
」
説
に
関
す
る
三
義
の
内
、
『
成
唯
識
論
』
・
『
仏
地

経
論
』
共
に
第
二
義
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
膏
と
も
こ
れ

を
破
し
て
い
る
。
要
約
す
る
と
、
法
身
(
自
性
身
)
は
真
如
、
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自
受
用
身
は
四
智
と
い
う
構
造
(
こ
の
点
は
『
成
唯
識
論
』

の
正
義
と
一
致
す
る
)
を
有
し
、
十
八
界
中
、
無
漏
た
る
可

能
性
が
あ
る
の
は
意
根
・
法
境
・
意
識
の
三
界
の
み
で
あ
っ

て
、
他
の
十
五
界
は
如
何
な
る
場
合
で
あ
ろ
う
と
唯
有
漏
で

あ
る
と
い
う
説
な
の
で
あ
る
が
、
多
少
内
容
が
複
雑
で
あ
る

の
で
、
『
成
唯
識
論
』
の
第
二
義
を
用
い
な
が
ら
説
明
し
ょ

，っ。
「
十
五
界
唯
有
漏
」
説
に
対
す
る
『
成
唯
識
論
』
第
二
義

で
は
、

有
義
。
知
来
五
根
五
境
。
妙
定
生
故
法
界
色
摂
。
非
仏

五
識
。
雌
依
此
変
然
食
細
異
。
非
五
境
摂
。
如
来
五
識

非
五
識
界
。
経
説
仏
心
恒
在
定
故
。
論
説
五
識
性
散
乱

故
。
成
所
作
智
何
識
相
応
。
第
六
相
応
。
起
化
用
故
。

与
観
察
智
性
有
何
別
。
彼
観
諸
法
自
共
相
等
。
此
唯
起

化
。
故
有
差
別
。
此
二
智
晶
応
不
並
生
。
一
類
二
識
不

倶
起
故
。
許
不
並
起
。
於
理
無
違
。
同
体
用
分
。
倶
亦

非
失
。
或
与
第
七
浄
識
相
応
。
依
眼
等
根
縁
色
等
境
。

是
平
等
智
作
用
差
別
。
謂
浄
第
七
起
他
受
用
身
土
相
者
。

平
等
晶
摂
。
起
変
化
者
成
事
晶
摂
。
量
不
此
品
転
五
識

得
。
非
転
彼
得
体
即
是
彼
。
如
転
生
死
言
得
浬
繋
不
可

浬
繋
同
生
死
摂
。
是
故
於
此
不
応
為
難
。

3
0】

と
説
か
れ
、
知
来
の
五
根
・
五
境
は
妙
定
の
意
識
を
も
っ
て

生
ず
る
か
ら
法
界
に
摂
さ
れ
、
菩
薩
及
び
凡
夫
等
の
非
仏
の

五
識
等
と
は
畠
・
細
の
別
が
あ
り
、
通
常
考
え
ら
れ
る
五
識

と
は
異
な
る
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
は
、

『
述
記
』
も
「
理
亦
少
難
熟
思
之
也
a
l
u

」
と
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
「
如
来
の
五
識
」
等
と
言
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
は

性
散
乱
の
五
識
界
等
の
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、
如
来
の
十
五

界
が
唯
無
漏
で
あ
っ
て
も
、
『
集
論
』
の
十
五
界
唯
有
漏
説

に
は
抵
触
し
な
い
と
い
う
何
と
も
複
雑
な
会
通
を
し
て
い
る
。

案
の
上
、
「
非
五
識
界
」
と
い
う
主
張
を
受
け
て
、
「
成

所
作
智
何
識
相
応
」
と
い
う
論
難
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
非

五
識
界
」
と
い
う
主
張
は
、
有
漏
の
前
五
識
が
転
じ
て
無
漏

の
前
五
相
応
の
成
所
作
智
を
得
る
と
い
う
転
識
得
智
説
を
成

り
立
た
せ
な
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
間
い
に
対
し
て
、
こ
の
師
は
二
義
を
あ
げ
て
い
る
。

そ
れ
は
第
一
に
「
第
六
相
応
」
、
第
二
に
「
与
第
七
浄
識

相
応
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
一
識

体
の
上
に
用
が
異
な
る
二
智
が
生
起
す
る
こ
と
に
な
り
、
第

二
の
「
与
第
七
浄
識
相
応
」
に
お
い
て
は
、
同
一
の
体
か
ら
、

他
受
用
身
(
平
等
性
智
所
現
)
と
変
化
身
(
成
所
作
智
所
現
)

の
二
身
が
生
起
す
る
と
い
う
状
況
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
主
張
に
対
し
て
、
さ
ら
に
「
宣
不
此
晶
転
五
識
得
」

と
い
う
論
難
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
「
非
転
彼
得
体
即
是

彼
如
転
生
死
言
得
浬
繋
不
可
浬
柴
同
生
死
摂
」
と
答
え
て

い
る
。
こ
の
答
え
の
内
容
を
『
述
記
』
は
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自
転
去
因
五
識
減
己
。
此
縁
食
事
境
識
品
生
。
説
成
事

智
転
五
識
得
。
不
以
因
中
五
識
転
。
作
果
中
成
事
智
晶
。

成
事
智
晶
即
是
五
識
。

3
2
}

と
解
釈
し
て
お
り
、
こ
れ
を
み
る
と
、
こ
の
主
張
は
、
前
五

識
を
有
漏
と
決
め
付
け
、
そ
れ
を
転
去
し
て
成
所
作
智
を
得

る
こ
と
は
認
め
る
が
、
成
所
作
智
と
な
っ
た
段
階
で
、
因
の

有
漏
の
前
五
識
と
果
の
無
漏
の
成
所
作
智
と
の
関
係
は
既
に

断
た
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
『
述
記
』

で
は
、
乙
の
主
張
を
評
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
師
若
調
転
五
識
得
成
事
智
晶
。
便
違
荘
厳
摂
論
等
説
。

即
是
第
二
師
解
。
仏
唯
三
界
是
実
余
虚
。
十
五
界
等
文

為
正
也
。

2
3
}

こ
の
内
、
前
半
の
「
此
師
若
謂
転
五
識
得
成
事
智
晶
便

違
荘
厳
摂
論
等
説
」
と
い
う
部
分
は
、
転
識
得
智
の
異
説
と

の
関
係
上
重
要
な
部
分
で
あ
る
が
今
は
触
れ
な
い
。
し
か
し
、

後
半
の
「
即
是
第
二
師
解
・
・
:
:
十
五
界
等
文
為
正
也
」
と
い

う
評
価
だ
け
で
も
、
こ
の
師
の
説
の
特
徴
が
よ
く
理
解
で
き

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
師
は
十
八
界
中
、
無
漏
た
る
可
能
性
が

あ
る
の
は
意
根
・
法
境
・
意
識
の
三
界
の
み
で
あ
っ
て
、
そ

の
他
の
十
五
界
は
知
何
な
る
場
合
で
あ
ろ
う
と
唯
有
漏
で
あ

る
と
す
る
の
で
あ
る
。
後
に
日
本
で
は
、
こ
の
師
を
「
十
五

界
唯
有
漏
師
」
と
呼
ぴ
、
ま
た
、
説
一
切
有
部
の
こ
と
で
あ

る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

2
4
v

で
は
、
こ
こ
で
、
『
成
唯
識
論
』
が
如
何
な
る
理
由
で
こ

れ
ま
で
の
①
(
第
一
義
)
・
②
(
第
二
義
)
を
破
し
て
い
る

の
か
、
「
十
五
界
唯
有
漏
」
説
に
関
す
る
『
成
唯
識
論
』
の

正
義
で
あ
る
第
三
義
を
も
と
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
こ
の
第
二
〈
出
体
〉
の
結
び
で
基
が
①
(
第
一
義
)

・
②
(
第
二
義
)
の
仏
身
観
を
破
す
理
由
も
明
確
に
な
る
。

『
成
唯
識
論
』
の
正
義
で
あ
る
第
三
義
で
は
、

有
義
。
如
来
功
徳
身
土
如
応
摂
在
植
処
界
中
。
彼
三
皆

通
有
漏
無
漏
。
集
論
等
。
説
十
五
界
等
唯
有
漏
者
。
彼

依
二
乗
畠
浅
境
説
。
非
説
一
切
。
調
余
成
就
十
八
界
中
。

唯
有
後
三
通
無
漏
摂
。
仏
成
就
者
。
雄
皆
無
漏
而
非
二

乗
所
知
境
摂
。
然
余
処
。
説
仏
功
徳
等
非
界
等
者
。
不

同
二
乗
劣
智
所
知
界
等
相
故
。
理
必
応
爾
。
所
以
者
何
。

説
有
為
法
皆
離
摂
故
。
説
一
切
法
界
処
摂
故
。
+
九
界

等
聖
所
遮
故
。
若
絶
戯
論
便
非
界
等
。
亦
不
応
説
即
無

漏
界
善
常
安
楽
解
脱
身
等
。
又
処
処
説
。
転
無
常
誼
護

得
常
種
。
界
処
亦
然
。
寧
説
如
来
非
緬
処
界
。
故
言
非

者
是
密
意
説
。
又
説
五
識
性
散
乱
者
。
説
余
成
者
非
仏

所
成
。
故
仏
身
中
。
十
八
界
等
皆
悉
具
足
。
而
純
無
漏
。
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と
述
べ
、
十
八
界
は
有
漏
・
無
漏
に
通
ず
る
が
、
仏
の
功
徳

・
身
・
土
、
十
八
界
は
唯
無
漏
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は

『
成
唯
識
論
』
の
正
義
で
あ
り
、
『
仏
地
経
論
』
で
は
第
一



義
と
さ
れ
る
。
こ
の
説
で
は
、
ま
ず
、
官
頭
で
自
ら
の
主
張

を
述
べ
た
後
、
寸
集
論
等
:
:
:
理
必
応
爾
」
ま
で
で
、
『
集

論
』
等
の
説
は
、
菩
提
の
妨
げ
と
な
る
所
知
障
を
問
題
と
し

な
い
こ
乗
に
対
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

る
。
『
述
記
』
に
は

集
論
第
三
等
。
説
十
五
界
唯
有
漏
者
。
且
依
色
悪
之
境

体
浅
識
智
之
境
体
説
。
或
畠
境
体
。
浅
是
識
用
。
即
二

乗
等
。
及
十
地
菩
薩
之
身
十
五
界
。
唯
有
漏
。
非
説
一

切
凡
聖
有
情
十
五
界
等
。

sev

と
あ
り
、
二
乗
だ
け
で
な
く
、
十
地
の
菩
薩
ま
で
も
が
そ
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
十
五
界
あ
る
い
は
十
八
界

が
皆
無
漏
と
な
る
の
は
仏
果
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
「
所
以
者
何
:
・
・
:
故
言

非
者
是
密
意
説
」
で
は
、
先
の
第
一
師
の
説
を
破
し
、
仏
の

功
徳
・
仏
身
・
仏
土
は
、
も
は
や
有
漏
・
無
漏
の
分
別
や
名

言
の
戯
論
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
が
、
『
唯
識
三
十

頒
』
第
三

O
煩

で

は

「

此

即

無

漏

界

不

思

議

善

常

安

楽

解
脱
身
大
牟
尼
名
法
」
と
述
べ
て
い
る
で
は
な
い
か
と
い

う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
文
説
五
識
性
散
乱
者
説
余
成
者

非
仏
所
成
」
に
お
い
て
、
第
二
師
の
「
五
識
性
散
乱
」
を
破

し
、
こ
れ
は
、
先
に
も
述
べ
た
仏
果
を
成
じ
て
い
な
い
者
に

つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
『
成
唯
識
論
』

で
は
、
こ
れ
ら
二
種
の
異
説
を
破
し
た
後
、
結
び
と
し
て

「
故
仏
身
中
十
八
界
等
皆
悉
具
足
而
純
無
漏
」
と
述
べ

て
、
『
集
論
』
の
説
は
仏
果
を
成
じ
て
い
な
い
も
の
を
対
象

と
す
る
も
の
で
あ
る
と
会
通
し
、
仏
身
は
十
八
界
を
具
足
し
、

純
無
漏
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

3
7
v

③

l
o
 

三
者
有
義
知
来
功
徳
身
土
。
知
応
摂
在
確
・
処
・
界
中
。

彼
三
皆
通
有
漏
無
漏
。
乃
至
広
説
。
於
此
説
中
略
有
四

義
。

3
8
v

如
来
の
功
徳
と
身
と
土
は
、
植
・
処
・
界
の
中
に
摂
在
す

る
も
の
で
あ
り
、
(
「
如
来
の
」
と
い
う
限
定
さ
れ
た
意
味

で
は
な
く
)
植
・
処
・
界
は
有
漏
・
無
漏
に
通
ず
る
、
と
い

う
先
に
触
れ
た
「
十
五
界
唯
有
漏
」
説
の
会
通
に
関
す
る

『
成
唯
識
論
』
の
正
義
(
第
三
義
)
の
冒
頭
で
述
べ
ら
れ
た

立
場
に
つ
い
て
、
以
下
回
義
を
述
べ
る
。

-10ー

③
ー

1

(
第
一
一
一
義
)

一
者
有
義
唯
識
仏
地
皆
作
是
説
。
清
浄
法
界
是
自
性
身
。

仏
地
経
説
。
清
浄
真
如
是
自
性
身
。
摂
大
乗
論
智
殊
勝

説
。
転
去
阿
頼
耶
識
得
自
性
身
。
荘
厳
論
説
。
転
第
八

識
得
円
鏡
智
。
故
合
二
法
為
自
性
身
。
平
等
性
智
妙
観

察
智
為
受
用
身
。
荘
厳
等
説
平
等
性
智
於
純
浄
土
為
諸

菩
薩
現
仏
身
故
。
説
観
察
智
大
集
会
中
。
説
法
断
疑
現



自
在
故
。
此
顕
二
智
為
他
受
用
。
荘
厳
文
説
転
諸
転
識

得
受
用
身
。
此
顕
二
智
為
自
受
用
。
成
所
作
智
為
変
化

身
。
仏
地
経
説
。
成
所
作
智
於
十
方
土
。
現
無
量
種
難

思
化
故
。
文
智
殊
勝
具
摂
=
一
身
。
故
知
三
身
皆
有
実
智
。

此
義
不
然
。
仏
地
経
説
。
清
浄
法
界
為
自
性
身
。
諸
仏

共
有
。
是
自
性
常
。
於
+
地
中
分
皆
証
得
。
若
門
鏡
智

是
自
性
身
。
便
無
是
義
。
金
光
明
説
如
如
・
如
如
智
皆

名
法
身
。
若
有
為
徳
本
説
円
鏡
智
是
法
身
者
。
応
同
彼

経
団
実
智
品
皆
是
法
身
。
文
説
転
諸
転
識
得
受
用
身
。

若
成
事
智
非
受
用
者
。
応
非
転
識
。
若
成
事
智
為
変
化

者
。
解
深
密
経
間
変
化
身
為
有
心
為
無
心
。
経
応
定
答

言
化
身
有
心
。
説
仏
五
識
為
此
身
故
。
如
何
経
説
不
得

言
有
心
無
自
依
心
故
。
不
得
言
無
心
有
依
他
心
故
。
由

此
化
身
体
非
実
智
。
然
観
仏
身
。
理
事
有
殊
。
食
細
徳

別
。
体
一
用
異
。
別
説
為
三
.
寧
分
四
智
各
別
成
身
・

3
1

こ
の
文
は
、
前
半
が
こ
の
説
の
構
造
を
主
張
す
る
部
分
、

後
半
が
そ
れ
に
対
す
る
基
の
コ
メ
ン
ト
と
い
う
よ
う
に
二
分

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
こ
の
説
の
構
造
を
順
を
追
っ
て
み
て
い
く
と
、
第

一
に
自
性
身
に
関
し
て
、
『
成
唯
識
論
』
・
『
仏
地
経
論
』

所
説
と
し
て
、
仏
果
の
五
法
(
清
浄
法
界
・
大
円
鏡
智
・
平

等
性
智
・
妙
観
察
智
・
成
所
作
智
)
中
、
清
浄
法
界
は
自
性

身
で
あ
る
と
す
る
。
:
】
次
に
『
摂
大
乗
論
』
の
「
転
去
阿

頼
耶
識
得
自
性
身
」
?
】
と
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
「
転
第

八
識
得
円
鏡
智
」

4

と
を
も
と
に
大
円
鏡
智
は
自
性
身
で
あ

る
と
し
、
五
法
の
内
、
清
浄
法
界
と
大
円
鏡
智
を
自
性
身
で

あ
る
と
す
る
。
因
み
に
、
こ
の
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
転
識

得
智
の
文
は
漢
訳
の
み
に
存
す
る
も
の
で
、
党
本
・
蔵
訳
に

は
な
い
。
:
}
第
二
に
受
用
身
に
関
し
て
、
「
平
等
性
智
妙

観
察
智
為
受
用
身
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
論
拠
と

し
て
『
大
乗
荘
厳
経
論
』

4
4

を
あ
げ
、
そ
こ
に
説
か
れ
る

平
等
性
智
と
妙
観
察
智
の
内
容
か
ら
、
こ
と
で
い
う
受
用
身

と
は
、
他
受
用
身
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
文
は
『
大

乗
荘
厳
経
論
』
の
説
と
し
て
「
転
諸
転
識
得
受
用
身
」
を
あ

げ
、
こ
れ
は
平
等
性
智
と
妙
観
察
智
が
自
受
用
身
、
成
所
作

智
が
変
化
身
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
受
用
身
は
平
等
性
智
・

妙
観
察
智
で
あ
り
、
後
に
に
み
る
よ
う
な
『
成
唯
識
論
』
で

説
く
自
受
用
・
他
受
用
両
身
の
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ

と
が
分
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
平
等
性
智
・
妙
観
察
智
が
自

受
用
身
に
も
通
ず
る
論
拠
と
さ
れ
た
「
転
諸
転
識
得
受
用
身
」

と
い
う
文
は
、
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
で
は
な
く
『
摂
大
乗
論
』

;v
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
次
の
③
|

2

(

第
四
義
)

に
お
い
て
こ
の
文
に
触
れ
る
部
分
で
は
『
摂
大
乗
論
』
と
指

示
さ
れ
て
い
る
の
で
単
な
る
間
違
い
で
あ
ろ
う
。
因
み
に

『
述
記
』
に
お
い
て
「
転
諸
転
識
得
受
用
身
」
を
引
用
す
る
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部
分
で
は
、
基
は
「
摂
論
智
晶
説
」
と
し
て
い
る
。

4
6
v

こ
こ
ま
で
が
、
こ
の
説
の
構
造
を
主
張
す
る
部
分
で
あ
る

が
、
今
、
図
示
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

自
性
身

受
用
身

変
化
身

清
浄
法
界
・
大
円
鏡
智

平
等
性
智
・
妙
観
察
智

成
所
作
智

こ
れ
を
み
て
分
る
よ
う
に
、
こ
の
説
は
三
身
す
べ
て
に
智

が
備
わ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
基
は
「
故

知
三
身
皆
有
実
智
此
義
不
然
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、
以
下
こ

の
説
の
矛
盾
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
ず
、
基
は
後
に
述
べ

る
よ
う
に
、
清
浄
法
界
は
自
性
身
で
あ
る
と
主
張
す
る
『
仏

地
経
論
』
を
論
拠
に
し
て
、
大
円
鏡
智
は
自
性
身
た
り
得
な

い
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
、
③

l

3

(
第
五
義
)
で
み
る

『
金
光
明
経
』
の
「
如
如
・
如
如
智
皆
名
法
身
」

4
7
v

と
い

う
主
張
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
こ
の
場
合
、
法
身
が
五
法

(
清
浄
法
界
・
四
智
)
す
べ
て
を
包
括
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

四
智
の
中
、
大
円
鏡
智
の
み
法
身
に
摂
さ
れ
る
と
い
う
主
張

は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
基
は
、
先
に
み
た

平
等
性
智
・
妙
観
察
智
が
自
受
用
身
に
も
通
じ
、
成
所
作
智

は
変
他
身
で
あ
る
と
い
う
主
張
の
論
拠
と
さ
れ
た
「
転
諸
転

識
得
受
用
身
」
に
関
し
て
、
こ
の
文
を
論
拠
と
し
、
こ
の
よ

う
な
主
張
を
す
る
な
ら
ば
、
成
所
作
智
の
未
転
依
態
で
あ
る

識
は
転
識
の
対
象
か
ら
は
ず
れ
る
と
い
う
の
か
と
述
べ
、
こ

の
説
の
矛
盾
点
を
つ
く
。
基
は
、
こ
の
変
化
身

H
成
所
作
智

と
い
う
主
張
に
関
し
て
、
『
解
深
密
経
』

4
5
を
も
と
に
、

変
化
身
の
体
は
実
智
で
は
な
い
と
し
、
お
よ
そ
仏
身
は
体
一

用
異
で
あ
り
、
三
身
と
い
う
の
は
用
に
応
じ
て
立
て
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
四
智
が
別
々
に
個
々
の
仏
身
を
成
ず
る
こ
と

は
あ
り
え
な
い
の
だ
と
述
べ
、
こ
の
三
身
に
皆
実
智
が
備
わ

る
と
い
う
主
張
を
批
判
し
て
い
る
。

こ
の
三
身
に
皆
実
智
が
備
わ
る
と
い
う
主
張
は
、
実
は

『
仏
地
経
論
』

4
1

や
『
成
唯
識
論
』

5
1

に
お
い
て
も
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
両
書
と
も
に
こ
の
説
を
排
斥
し
て
い
る
。

こ
の
説
が
排
斥
さ
れ
る
理
由
は
、
基
が
指
摘
す
る
よ
う
な
こ

と
以
外
に
、
両
書
が
正
義
を
主
張
す
る
部
分
の
中
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
正
義
は
次
の
③

l

2

(
第
四

義
)
の
内
容
そ
の
も
の
で
あ
る
の
で
今
は
省
略
す
る
。

ま
た
、
先
に
図
示
し
た
よ
う
な
こ
の
③

1

1

(
第
三
義
)

の
説
は
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
た
形
跡
が
あ
り
、

既
に
安
慧
と
戒
賢
の
著
作
中
に
こ
の
説
が
み
ら
れ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

5
1
}
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③

l

2

(
第
四
義
)

ニ
者
有
義
成
唯
識
説
。
清
浄
法
界
為
自
性
身
。
荘
厳
論

等
説
。
自
性
身
本
性
常
故
。
讃
仏
論
説
。
仏
自
性
身
無

生
滅
故
。
無
著
金
剛
般
若
論
説
。
受
持
演
説
彼
経
功
徳
。

於
仏
法
身
為
証
得
因
。
於
余
二
身
為
生
起
因
。
故
彼
経

云
。
一
切
諸
仏
法
。
皆
従
此
経
出
。
一
切
知
来
従
此
経

生
。
諸
経
論
説
究
寛
転
依
以
為
法
身
。
転
依
即
是
清
浄

真
如
。
故
知
法
身
法
界
為
性
。
然
説
転
去
蔵
識
得
者
。

謂
自
転
滅
第
八
識
中
二
陣
倉
重
。
証
得
真
知
顕
法
身
故
。

智
殊
勝
中
。
説
法
身
者
是
彼
依
止
。
彼
実
性
故
。
実
非

智
摂
。
受
用
身
有
二
。
一
自
受
用
。
ニ
他
受
用
。
四
智

品
中
真
実
功
徳
。
鏡
智
所
起
常
遍
色
身
。
為
自
受
用
。

荘
厳
論
中
説
。
大
円
鏡
智
是
受
用
仏
。
摂
大
乗
説
。
転

諸
転
識
得
受
用
故
。
監
転
蔵
識
実
得
受
用
。
摂
大
乗
中
。

由
説
転
彼
顧
法
身
故
。
於
得
受
用
略
不
説
之
。
既
説
法

身
無
生
無
滅
。
唯
証
因
得
非
色
心
等
。
円
鏡
智
品
与
此

相
違
。
若
非
受
用
属
何
身
摂
。
此
受
用
身
摂
仏
不
共
有

為
実
徳
。
故
四
智
品
実
有
色
心
。
皆
自
受
用
。
平
等
智

晶
所
現
。
仏
身
是
他
受
用
。
成
事
智
品
所
現
。
随
類
種

種
身
相
為
変
化
身
。
難
説
ル
出
身
智
殊
勝
摂
。
而
似
智
現
。

或
智
所
起
。
彼
説
智
名
体
実
非
智
。
但
説
平
等
智
能
現

受
用
。
成
所
作
智
現
三
業
化
身
。
不
説
二
身
即
是
二
智
。

故
二
実
智
自
受
用
摂
。
二
所
現
相
説
為
ニ
身
。
雄
此
二

身
皆
四
智
相
。
四
智
所
現
。
為
十
地
聖
・
地
前
三
乗
所

現
。
身
相
禽
細
有
殊
。
別
為
ニ
身
。
然
平
等
智
現
身
。

相
似
無
我
平
等
。
顕
法
楽
増
令
他
受
用
。
但
説
平
等
所

現
仏
身
為
他
受
用
。
成
所
作
智
現
三
業
化
増
。
但
説
成

事
智
所
現
身
相
為
変
化
身
。
故
不
違
理
。

5
2
v

こ
の
文
は
、
先
の
③

1

1

(
第
三
義
)
で
も
述
べ
た
よ
う

に
、
三
身
と
五
法
の
関
係
に
つ
い
て
『
仏
地
経
論
』
・
『
成

唯
識
論
』
が
正
義
を
述
べ
る
部
分
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
こ
れ

は
内
容
的
に
③
|

1

(

第
三
義
)
の
説
を
排
斥
す
る
た
め
に

述
べ
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
る
の
で
、
自
ず
と
前
説
の
内
容
を

考
慮
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
説
に
関
し
て
は
、

筆
者
が
以
前
に
詳
細
に
論
じ
て
い
る

5
3

の
で
、
こ
こ
で
は

そ
れ
に
則
っ
て
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
説
で
は
、
ま
ず
自
性
身

H
清
浄
法
界
で
あ
る
こ
と
が

説
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
先
の
第
一
〈
弁
名
〉
①
自
性
身
(
法

身
)
の
と
こ
ろ
で
み
た
よ
う
に
、
自
性
身
は
理
体
で
あ
る
と

い
う
、
特
に
『
成
唯
識
論
』
に
お
い
て
重
要
と
な
る
立
場
が

背
景
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
五
法
中
、
清
浄
法

界
の
み
が
対
応
す
る
対
象
と
な
り
、
智
は
除
外
さ
れ
る
。
こ

の
こ
と
に
関
し
て
文
は
、
「
然
説
転
去
蔵
識
得
者
調
由
転

滅
第
八
識
中
二
障
鹿
重
証
得
真
如
顕
法
身
故
」
と
述
べ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
先
の
③
|

1

(

第
三
義
)
に
お
い
て
、
自

性
身
と
大
円
鏡
智
の
関
係
の
論
拠
と
さ
れ
た
『
摂
大
乗
論
』
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の
「
阿
頼
耶
識
を
転
去
し
て
自
性
身
を
得
る
」
と
い
う
文
を

全
通
し
て
い
る
『
成
唯
識
論
』
・
『
仏
地
経
論
』
の
文
で
あ

っ
て
、
こ
こ
で
は
自
性
身
と
大
円
鏡
智
の
関
係
を
否
定
す
る

た
め
に
、
別
の
解
釈
を
施
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
『
摂

大
乗
論
』
の
説
は
、
阿
頼
耶
識
中
の
二
障
の
種
子
を
断
ず
れ

ば
、
自
性
身
を
顕
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
あ

る
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
い

う
「
阿
頼
耶
識
」
は
、
大
円
鏡
智
の
未
転
依
態
と
し
て
の
阿

頼
耶
識
自
体
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
内
容
的

に
は
、
自
性
身
は
清
浄
法
界
そ
の
も
の
で
あ
り
、
二
障
を
断

じ
て
顕
得
さ
れ
る
所
顕
得
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

次
に
受
用
身
に
関
し
て
は
、
こ
れ
は
先
の
第
一
〈
弁
名
〉

②
受
用
身
の
と
こ
ろ
で
も
み
た
よ
う
に
、
『
成
唯
識
論
』
や

『
仏
地
経
論
』
で
は
、
受
用
身
を
自
証
円
満
の
自
受
用
身
と

地
上
の
菩
薩
に
働
き
か
け
る
他
受
用
身
の
ニ
身
に
分
け
る
。

こ
の
文
で
は
、
ま
ず
自
受
用
身
に
関
し
て
、
「
四
智
晶
中
真

実

功

徳

鏡

智

所

起

常

遍

色

身

為

自

受

用

」

と

述

べ

て

い

る
が
、
こ
れ
は
『
成
唯
識
論
』
・
『
仏
地
経
論
』
の
文
で
あ

り
、
こ
れ
に
は
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ぞ
れ
は
、

自
受
用
身
と
は
、
四
智
中
の
真
実
の
功
徳
そ
の
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
と
、
大
円
鏡
智
所
起
の
常
遍
の
色
身
が
自
受
用

身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
受
用
身
は
、

自
受
用
身
(
四
智
)
中
の
大
円
競
智
に
よ
っ
て
、
常
遍
の
色

身
と
し
て
顕
現
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
大
円
鏡
智
の
役
割

は
、
あ
く
ま
で
常
遍
の
色
身
と
し
て
の
自
受
用
身
を
顕
現
さ

せ
る
こ
と
で
あ
る
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
は

続
い
て
先
の
③
|

l

(

第
三
義
)
で
触
れ
た
『
摂
大
乗
論
』

の
「
転
諸
転
識
得
受
用
身
」
と
い
う
内
容
の
文
に
触
れ
て
、

こ
の
諸
転
識
を
転
じ
て
受
用
身
を
得
る
と
い
う
文
が
、
自
受

用
身
と
四
智
、
特
に
大
円
鏡
智
と
の
関
係
に
抵
触
す
る
こ
と

を

恐

れ

て

、

「

鑑

転

蔵

識

実

得

受

用

摂

大

乗

中

由

説

転

彼
顕
法
身
故
於
得
受
用
略
不
説
之
」
と
述
べ
、
『
摂
大
乗

論
』
に
お
い
て
自
受
用
身
と
大
円
鏡
智
の
関
係
が
説
か
れ
な

い
の
は
略
し
て
説
か
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
内
容
的
に
は

含
ま
れ
て
い
る
と
会
通
す
る
。
こ
れ
は
『
成
唯
識
論
』
の
文

で
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
『
成
唯
識
論
』
の
会
通
に
関
す
る
問

題
点
も
多
々
あ
る
の
だ
が
、
詳
し
く
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た

い
。
こ
こ
ま
で
が
自
性
身
と
自
受
用
身
の
内
容
で
あ
る
が
、

他
受
用
身
と
変
化
身
に
つ
い
て
は
、
平
等
性
智
の
役
割
は
、

他
受
用
身
を
顕
現
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
成
所
作
智
の
役
割

は
、
変
化
身
を
顕
現
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
両
身
と

も
智
所
現
の
仏
身
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
体
は
実
智
で
は

な
い
と
し
て
、
利
他
の
た
め
に
働
く
こ
れ
ら
二
身
は
、
あ
く

ま
で
も
自
受
用
身
(
四
智
)
中
の
平
等
性
智
・
成
所
作
智
の

二
智
を
発
動
の
起
点
と
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
る
。
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こ
の
部
分
も
『
成
唯
識
論
』
と
『
仏
地
経
論
』
に
み
ら
れ
る

・
が
、
『
成
唯
識
論
』
の
方
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
『
成
唯
識
論
』
と
『
仏
地
経
論
』
が
正
義
と
す
る

こ
の
説
の
主
張
を
み
て
き
た
が
、
四
智
の
内
、
妙
観
察
智
の

役
割
に
つ
い
て
若
干
説
明
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
は
説
か

れ
て
い
な
い
が
、
妙
観
察
智
と
仏
身
と
の
関
係
に
つ
い
・
て
は
、

智
周
『
成
唯
識
論
演
秘
』
に
、
次
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
。

問
按
仏
地
経
説
。
観
察
智
於
大
衆
中
雨
大
法
雨
説
法
断

疑
。
故
起
化
相
属
何
身
耶
。

答
依
受
用
身
為
聖
菩
薩
説
法
等
者
他
受
用
摂
。
依
於
化

身
摂
亦
如
之
。

(
5
4
v

こ
れ
に
よ
る
と
妙
観
察
智
は
、
法
を
説
き
疑
を
断
ず
る
作

用
を
有
し
(
『
仏
地
経
論
』
の
説
{
5
5
v
)

、
こ
の
作
用
が
地

上
の
菩
薩
衆
の
前
に
現
れ
る
平
等
性
智
所
現
の
他
受
用
身

5
1

に
お
い
て
働
く
場
合
は
、
他
受
用
身
に
属
す
る
。
し
か
し
、

地
前
の
菩
薩
や
二
乗
や
凡
夫
の
前
に
現
れ
る
成
所
作
智
所
現

の
変
化
身

E
Z
に
お
い
て
働
く
場
合
は
、
変
佑
身
に
属
す
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
利
他
の
為
に
示
現
す
る
他
受
用
身
と

変
佑
身
の
教
化
の
対
象
を
よ
く
観
察
し
て
、
そ
の
対
象
に
応

じ
て
法
を
説
き
、
疑
を
断
じ
て
い
く
の
が
妙
観
察
智
な
の
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
妙
観
察
智
の
働
き
な
く
し
て
は
、
他

受
用
身
や
変
他
身
は
、
そ
の
姿
を
示
現
し
て
も
、
地
上
の
菩

薩
に
大
乗
の
法
楽
を
受
用
さ
せ
た
り
、
地
前
の
菩
障
や
二
乗

や
凡
夫
に
、
諸
の
利
楽
の
事
を
獲
得
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
妙
観
察
智
の
働
き
を
含
め
て
、

こ
の
③

l

2

(
第
四
義
)
の
内
容
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。

自
性
身
日
清
浄
法
界

f
l
(
所
依
)

し→変受
化周
身身

t I 

他 自受用
受 H

jE l成妙平大
iで. I所観等門

! TT I 作察性続

j~ I I智智智智

法
身
(
総

)
l
l
|
(
別
)

③

1
3
(
第
五
義
)

=
一
者
有
義
金
光
明
経
第
一
巻
説
。
云
何
菩
薩
了
別
化
身
。

善
男
子
。
如
来
昔
在
修
行
地
中
。
為
諸
衆
生
修
種
種
法

至
修
行
満
。
乃
至
広
説
。
随
衆
生
意
及
随
行
・
界
不
待

過
時
。
乃
至
能
現
種
種
身
相
。
是
名
化
身
。
善
男
子
是

諸
如
来
。
為
諸
菩
薩
得
通
達
故
説
於
真
諦
。
乃
至
広
説
。

，、J

唱

E
A



為
無
辺
仏
法
而
作
本
故
。
如
来
5
8
v

相
応
如
如
・
知
如

智
願
力
故
是
身
得
現
。
具
足
三
十
二
相
・
八
十
種
好
・

項
背
円
光
。
是
名
応
身
。
善
男
子
。
為
欲
滅
除
一
切
諸

煩
悩
等
陣
。
為
欲
具
足
一
切
諸
善
法
故
。
唯
有
如
如
・

如
如
智
。
是
名
法
身
。
前
二
種
身
是
仮
名
有
。
是
第
三

身
名
為
真
有
。
為
前
ニ
身
作
於
本
故
。
由
離
法
如
如
離

無
分
別
智
。
一
切
諸
仏
無
有
別
法
。
何
以
故
。
一
切
諸

仏
智
慧
具
足
。
一
切
煩
悩
究
寛
滅
尽
故
。
得
清
浄
仏
地

故
。
是
故
法
知
知
・
如
如
智
。
摂
一
切
仏
法
。
彼
経
意

説
。
清
浄
法
界
・
及
四
智
品
・
常
遍
色
身
真
実
有
為
無

為
功
徳
。
名
為
法
身
。
有
為
無
為
功
徳
本
故
。
知
来
5
9
v

相
応
如
如
・
如
如
智
願
力
故
。
所
現
相
好
・
項
背
円
光
。

為
地
前
・
三
乗
・
及
十
地
菩
薩
。
所
現
之
身
名
為
応
身
。

為
化
三
乗
所
現
仏
身
。
及
化
十
地
他
受
用
身
並
名
応
身
。

応
他
機
宜
現
仏
身
故
。
修
願
行
満
不
待
時
処
。
随
来
生

類
現
五
趣
身
。
是
名
化
身
。
不
現
仏
形
而
顕
化
故
。
仏

地
経
中
五
趣
化
身
亦
化
身
摂
。
多
現
神
通
変
化
事
故
。

他
受
用
身
亦
名
応
身
。
自
受
用
身
自
受
法
楽
。
非
応
機

宜
而
顕
現
故
。
他
受
用
身
能
令
菩
薩
受
法
楽
故
。
自
他

雄
殊
受
楽
無
別
。
合
名
受
用
。
自
受
用
身
雄
是
有
為
功

穂
法
本
。
非
仏
共
有
。
是
各
別
体
。
非
法
真
性
。
非
自

性
身
。
非
是
無
為
界
功
徳
本
。
不
名
法
身
。
与
金
光
明

各
拠
一
義
亦
不
相
違
。

6
0
v

こ
の
説
は
官
頭
に
「
金
光
明
経
第
一
巻
説
L

と
あ
る
よ
う

に
、
『
金
光
明
経
』
の
三
身
説
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ

る
が
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
『
金
光
明
経
』
の
内
容
は
、
義
浄

訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
で
は
巻
二
「
分
別
三
身
晶
」
、
宝

貴
合
楳
『
合
部
金
光
明
経
』
で
は
巻
一
「
三
身
分
別
品
」
に

相
当
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
基
は
こ
こ
で
は
『
合

部
金
光
明
経
』
に
拠
っ
て
論
を
進
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
「
三
身
義
林
」
の
冒
頭
で
は
、
基
は
『
金
光
明
経
』
の

三
身
の
名
称
に
つ
い
て
、
寸
金
光
明
経
第
二
巻
三
身
品
説
」

と
し
て
義
浄
訳
の
「
分
別
三
身
ロ
聞
」
を
指
示
し
て
い
た
の
に

対
し
、
何
故
こ
こ
で
『
合
部
金
光
明
経
』
の
「
三
身
分
別
晶
」

を
持
ち
出
し
て
き
た
の
か
、
内
容
的
に
義
浄
訳
と
大
差
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
意
図
は
分
ら
な
い
。

こ
こ
に
説
か
れ
る
『
金
光
明
経
』
の
三
身
説
の
内
容
は
、

法
・
応
・
他
の
三
身
で
あ
っ
て
、
こ
の
内
、
法
身
は
如
如
・

如
如
智
を
有
し
、
真
有
で
あ
り
、
応
・
他
両
身
の
本
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
応
身
と
化
身
は
仮
名
有
で
あ
る
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
基
は
こ
の
『
金
光
明
経
』
の
三
身
説
に
対
し
て
、

③

l

2

(
第
四
義
)
で
み
た
『
成
唯
識
論
』
・
『
仏
地
経
論
』

の
正
義
で
あ
る
三
身
(
四
身
)
と
五
法
の
関
係
を
適
用
さ
せ

る
試
み
を
行
っ
て
い
る
。
基
は
、
ま
ず
『
金
光
明
経
』
の
法

身

u
知
如
・
如
如
智
と
い
う
構
造
に
対
し
て
、
如
如
を
清
浄

法
界
、
如
如
智
を
四
智
と
み
て
、
こ
の
『
金
光
明
経
』
の
法
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身
の
内
容
は
、
『
成
唯
識
論
』
『
仏
地
経
論
』
の
自
性
身

と
自
受
用
身
に
相
当
す
る
と
み
て
い
る
。
次
に
『
金
光
明
経
』

の
応
身
に
つ
い
て
は
、
地
前
の
三
乗
、
十
地
の
菩
薩
に
対
し

て
現
ず
る
身
と
し
て
、
こ
れ
を
『
成
唯
識
論
』
・
『
仏
地
経

論
』
の
他
受
用
身
に
対
応
さ
せ
る
。
た
だ
、
問
題
な
の
は
、

『
成
唯
識
論
』
で
は
他
受
用
身
は
十
地
の
菩
薩
に
対
し
て
示

現
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
地
前
の
三
乗
や
凡
夫
に
対
す
る
の

は
変
化
身
で
あ
る

6
4

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
は
、

地
前
の
三
乗
、
十
地
の
菩
薩
に
対
し
て
現
ず
る
身
で
あ
る
と

基
が
解
釈
し
た
『
金
光
明
経
』
の
応
身
を
他
受
用
身
に
対
応

さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
厳
密
に
い

え
ば
、
〈
『
金
光
明
経
』
の
応
身

H

『
成
唯
識
論
』
の
他
受

用
身
+
変
化
身
の
一
部
〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、

『
金
光
明
経
』
の
他
身
に
つ
い
て
も
、
『
成
唯
識
論
』
の
変

化
身
の
一
部
に
対
応
す
る
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

基
の
こ
う
い
っ
た
解
釈
に
散
見
す
る
若
干
の
矛
盾
に
つ
い

て
は
、
基
自
身
も
意
識
し
て
い
た
形
跡
が
み
ら
れ
る
。
中
で

も
『
金
光
明
経
』
の
「
法
身
」
と
い
う
名
の
も
と
に
『
成
唯

識
論
』
・
『
仏
地
経
論
』
の
自
性
身
・
自
受
用
身
、
特
に
自

受
用
身
を
対
応
さ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

基
も
抵
抗
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
、
文
末
で
四
智
た
る
自
受

用
身
は
、
あ
く
ま
で
有
為
の
功
徳
の
本
で
あ
り
、
受
用
身
の

名
の
も
と
に
包
括
さ
れ
る
べ
き
で
、
無
為
の
功
徳
の
本
で
な

け
れ
ば
法
身
と
は
い
え
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た

と
こ
ろ
に
、
こ
の
説
が
経
文
に
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
制
約
に
対
す
る
ジ
レ
ン
マ
が
感
じ
ら
れ
る
。

e
z
v

こ
の
基
が
試
み
た
『
金
光
明
経
』
の
三
身
説
と
『
成
唯
識

論
』
・
『
仏
地
経
論
』
の
三
身
(
四
身
)
説
と
の
対
照
を
図

示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
成
論
』
・
『
仏
地
経
論
』
一
『
金
光
明
経
』

自
性
身
l
|
清
浄
法
界
斗
|
|
如
如
l
l
J
W
法
身

自
受
用
身
|
|
l
四
智
ー
ー

T
如
如
智

L

他
受
用
身
|
I
l
l
i
-
-」
J
リ
リ
リ
リ
リ
1
1
応
身

変
化
身
1
3
5
U
H
けいれ
i
l
i
l
i
-
-
~
l
i
l
i
-
-
I
B
i
l
l
i
-
-
他
身
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③

1
4
(
第
六
義
)

四
者
有
義
仏
地
論
説
。
清
浄
法
界
為
自
性
身
。
四
智
自

性
・
相
応
共
有
。
常
遍
色
身
真
実
功
徳
。
為
自
受
用
身
。

三
無
数
劫
所
修
成
故
。
天
親
般
若
上
巻
論
説
。
亦
名
報

仏
。
此
為
十
地
菩
薩
所
現
。
一
分
綱
相
為
他
受
用
。
為

諸
菩
薩
受
法
楽
故
。
若
為
三
乗
有
情
所
現
。
一
分
島
相

為
変
化
身
。
地
前
三
乗
所
応
見
島
。
非
是
修
成
真
実
功

徳
。
但
化
用
故
。
然
此
ニ
身
皆
四
智
相
所
化
有
情
宜
見

禽
細
分
成
ニ
類
。
地
前
三
乗
但
依
化
用
。
発
心
修
行
而

来
能
証
広
大
法
楽
。
故
此
化
身
不
名
受
用
0
8
3
)



こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
『
仏
地
経
論
』
を
も
と
に
自
性
身
H

清
浄
法
界
、
自
受
用
身
H
四
智
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
自
受

用
身
を
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
論
』

e
i

に
説
く
報
身
と
対

応
さ
せ
て
い
る
。
次
に
、
「
此
為
十
地
菩
薩
所
現
一
分
細

相
為
他
受
用
為
諸
菩
薩
受
法
楽
故
」
「
若
為
三
乗
有
情
所

現
一
分
色
相
為
変
化
身
」
と
い
う
二
つ
の
内
容
の
文
が
続

く
が
、
こ
れ
は
十
地
の
菩
薩
の
た
め
に
示
現
す
る
他
受
用
身

と
地
前
の
三
乗
の
た
め
に
示
現
す
る
変
化
身
は
、
四
智
、
特

に
平
等
性
智
と
成
所
作
智
よ
り
現
ず
る
こ
と
を
強
調
し
、
自

受
用
身
(
四
智
)
が
他
受
用
身
と
変
他
身
の
所
依
的
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
受
用
身

(
四
智
)
か
ら
現
ぜ
ら
れ
る
他
受
用
身
は
そ
の
細
相
で
あ
り
、

変
化
身
は
色
相
で
あ
る
と
し
、
身
相
の
畠
・
細
を
述
べ
る
。

④
(
第
二
〈
出
体
〉
の
総
括
)

此
六
義
中
。
其
初
三
説
義
理
相
違
。
如
論
自
顕
。
其
第

四
義
与
第
六
説
。
文
雄
小
異
両
理
無
違
。
第
四
説
中
随

ニ
智
増
説
二
身
摂
。
非
説
二
身
唯
二
智
現
。
乍
観
文
別

義
実
無
異
。
第
五
経
文
義
理
無
爽
。
由
是
褒
肢
雄
成
六

説
。
一
二
理
無
謬
0

6

5
】

こ
こ
は
、
こ
れ
ま
で
の
六
義
に
対
す
る
評
価
を
述
べ
て
い

る
部
分
で
あ
る
。
基
は
ま
ず
、
「
其
初
三
説
義
理
相
違
」
と

述
べ
、
①
(
第
一
義
)
・
②
(
第
二
義
)
ご
@
l
l
(
第
三

義
)
を
破
す
。
そ
し
て
、
③
l
2
(
第
四
義
)
と
③
|

4

(
第
六
義
)
を
同
義
と
み
て
、
③
ー
3

(
第
五
義
)
に
つ
い

て
は
、
経
(
『
金
光
明
経
』
)
で
あ
る
か
ら
誤
っ
て
い
る
は

ず
は
な
い
と
し
、
こ
の
三
義
は
「
無
謬
」
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。こ

こ
で
、
こ
の
基
の
正
・
否
の
基
準
を
考
え
て
み
る
と
、

③
|

O

で
述
べ
ら
れ
た
「
如
来
の
功
徳
と
身
と
土
は
誼
・
処

・
界
の
中
に
摂
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
(
「
如
来
の
」
と
い

う
限
定
さ
れ
た
意
味
で
は
な
く
)
誼
・
処
・
界
は
有
漏
・
無

漏
に
通
ず
る
」
と
い
う
テ
1

マ
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と

分
り
や
す
い
。
こ
の
テ

l
マ
は
、
③

l
l
(
第
三
義
)
以
降

の
四
義
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
考
え
て
み

る
と
①
(
第
一
義
)
・
②
(
第
二
義
)
は
、
『
成
唯
識
論
』

『
仏
地
経
論
』
に
お
け
る
『
集
論
』
の
「
十
五
界
唯
有
漏
」

説
の
会
通
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
如
来
の
十
五
界

が
有
漏
か
無
漏
か
と
い
う
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
基
は
、
『
成
唯
識
論
』
に
則
っ
て
、
知
来
の
十
五

界
は
有
漏
・
無
漏
を
超
越
し
て
い
る
と
み
る
①
(
第
一
義
)

と
転
識
得
智
と
の
関
係
に
お
い
て
問
題
の
あ
る
②
(
第
二
義
)

を
破
し
、
こ
れ
を
如
来
の
功
徳
と
身
と
土
、
十
八
界
は
無
漏

で
あ
る
と
す
る
『
成
唯
識
論
』
の
正
義
の
仏
身
観
を
述
べ
る

③
|

2

(
第
四
義
)
の
布
石
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
③
|

O

で
述
べ
ら
れ
る
テ

l
マ
が
、
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「
十
五
界
唯
有
漏
」
説
の
会
通
に
関
す
る
『
成
唯
識
論
』
の

正
義
(
第
三
義
)
の
冒
頭
部
分
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
も
十

分
推
測
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
テ

l
マ
を
基
準
と
す
る

こ
と
で
、
③
|
3
(
第
五
義
)
に
お
い
て
、
基
が
、
『
金
光

明
経
』
の
仏
身
観
と
『
成
唯
識
論
』
の
仏
身
観
と
を
対
応
さ

せ
た
理
由
も
明
ら
か
と
な
る
。
基
は
、
三
身
に
皆
実
智
が
備

わ
る
と
す
る
③
|
l
(
第
三
義
)
を
破
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

利
他
の
働
き
を
す
る
他
受
用
身
・
変
化
身
は
、
あ
く
ま
で
も

有
為
無
漏
で
あ
る
四
智
た
る
自
受
用
身
か
ら
示
現
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
実
智
を
備
え
て
成
立
し
て
い

る
の
で
は
な
い
と
い
う
『
成
唯
識
論
』
の
立
場
を
背
景
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
「
経
」
で
あ
る
『
金
光
明
経
』

の
仏
身
観
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
『
成
唯

識
論
』
か
『
金
光
明
経
』
の
い
ず
れ
か
が
間
違
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
『
成
唯
識
論
』
で
は
無
為
無
漏
の
理

体
(
清
浄
法
界
)
で
あ
る
自
性
身
(
法
身
)
と
有
為
無
漏
の

智
で
あ
る
自
受
用
身
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
の
に
、

『
金
光
明
経
』
の
仏
身
観
を
み
る
と
、
法
身
の
範
暗
に
理

(
如
知
)
と
智
(
如
如
智
)
、
無
為
(
知
如
)
と
有
為
〈
如

如
智
)
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ど
う
し
て
も
『
成
唯
識
論
』
の

自
性
身
と
自
受
用
身
を
対
応
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で

基
は
、
③
|
3
(
第
五
義
)
の
文
末
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本

意
で
は
な
い
が
無
為
の
功
徳
と
有
為
の
功
徳
を
一
括
す
る
点

を
妥
協
し
、
先
の
テ

l
マ
に
対
す
る
『
成
唯
識
論
』
の
見
解

に
『
金
光
明
経
』
が
抵
触
し
な
い
よ
う
配
慮
し
、
「
経
」
と

の
整
合
性
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

阿
国
|
『
金
光
明
経
』
の
法
身
説
に
対
す
る
慧
沼
の
見
解
|

こ
こ
で
慧
沼
の
『
金
光
明
経
』
の
法
身
説
に
対
す
る
見
解

に
触
れ
る
理
由
は
、
本
論
文
で
基
の
見
解
と
し
て
取
り
上
げ

て
き
た
『
金
光
明
経
』
の
仏
身
観
と
『
成
唯
識
論
』
の
仏
身

観
と
の
対
応
、
特
に
法
身
の
見
方
に
関
し
て
、
慧
沼
が
全
く

異
な
っ
た
対
応
の
さ
せ
方
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

慧
沼
に
は
義
浄
訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
を
註
釈
し
た

『
金
光
明
最
勝
王
経
疏
』
と
い
う
著
作
が
あ
る
が
、
そ
こ
で

慧
沼
は
「
分
別
三
身
晶
」
で
法
・
応
・
化
の
三
身
に
つ
い
て

四
種
の
異
を
論
ず
る
部
分

6
1

に
対
し
て
解
釈
し
て
以
下
の

よ
う
に
述
べ
る
。

経
何
者
非
化
身
非
応
身
謂
是
法
身
。
賛
目
。
釈
第
四
句
。

初
直
解
。
後
釈
難
。
此
初
也
。
即
自
受
用
及
自
性
法
身

合
名
法
身
。
然
仏
三
身
諸
説
不
定
。
如
仏
地
論
及
成
唯

識
説
仏
四
身
区
分
無
雑
。
余
即
通
説
。
如
摂
大
乗
論
。

自
受
自
性
合
名
自
性
法
身
。
他
受
用
身
名
為
応
身
。
・
:
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こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
『
成
唯
識
論
』
と
『
金
光
明
経
』

の
仏
身
観
を
対
応
さ
せ
る
媒
体
と
し
て
、
『
摂
大
乗
論
』
を

用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
沼
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

『
成
唯
識
論
』
の
自
性
身
・
自
受
用
身
は
『
摂
大
乗
論
』
の

自
性
身
と
『
金
光
明
経
』
の
法
身
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
先
の
③

l

2

(
第
四
義
)
で
も
み
た
『
成
唯
識
論
』

の
正
義
ま
た
は
基
の
見
解
で
は
、
会
通
し
た
も
の
で
は
あ
る

が
、
『
摂
大
乗
論
』
に
お
い
て
四
智
を
有
す
る
の
は
受
用
身

で
あ
り
、
自
性
身
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
『
成
唯
識
論
』
に

基
づ
い
た
形
で
は
、
少
な
く
と
も

『
成
論
』

自
性
身

自
受
用
身

受自 2
用性 22
身身 E

『
金
光
明
経
』

法
身

と
い
う
対
応
関
係
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

故
『
成
唯
識
論
』
に
反
す
る

こ
こ
で
慧
沼
が
何

『

成

論

』

『

摂

論

』

自
性
身

l
i
-
-
リ
1
自
性
身

自

受

用

身

¥

他

受

用

身

受

用

身

『
金
光
明
経
』

法
身

応
身

と
い
う
図
式
を
描
い
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
点
に
関

し
て
は
日
本
に
お
い
て
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
『
唯
識
論
同

学
紗
』
で
は
様
々
な
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
。

6
8
v未

出

元

)

註

松
浦
秀
光
「
結
集
三
蔵
伝
研
究
」
(
『
支
那
仏
教
史
学
』

四
ー
三
、
一
九
四

O
年
)

H
H

「
大
乗
法
苑
義
林
章
の
空
章
の
研
究
L

(

『
支

那
仏
教
史
学
』
六
|
二
、
-
九
四
二
年
)

藤
隆
生
「
大
乗
法
苑
義
林
章
研
究
序
説
」
(
『
龍
谷

大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
五
、
一
九
六

六
年
)

渡
遁
隆
生
「
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
に
関
す
る
文
献
上

の
問
題
」
(
『
仏
教
学
研
究
』
二
五
・
二
六

合
、
一
九
六
八
年
)

大
正
四
五
、
三
五
八
下

大
正
四
五
、
三
五
八
下

大
正
一
六
、
七
二
三
中

大
正
一
六
、
四

O
八
中
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6 

仏
教
全
体
の
仏
身
観
の
変
遷
の
中
で
、
『
金
光
明
経
』

の
仏
身
観
が
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
、
ま

た
、
党
本
と
漢
訳
、
特
に
曇
無
識
訳
と
後
の
二
訳
と
の

聞
に
み
ら
れ
る
仏
身
観
の
相
違
に
関
す
る
問
題
に
つ
い

て
は
、
梶
山
雄
一
「
仏
陀
観
の
発
展
」
(
『
仏
教
大
学

総
合
研
究
所
紀
要
』
三
、
一
九
九
六
年
)
を
参
照
の
こ

と
。

大
正
一
六
、
三
六
二
下

『
義
林
章
』
で
は
「
法
性
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
仏

地
経
論
』
(
大
正
二
六
、
三
二
五
下
)
等
の
原
文
で
は

「
法
身
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
る
。

大
正
四
五
、
三
五
八
下

1
三
五
九
上

新
導
本
巻
十
、
二
五
頁

大
正
四
三
、
六

O
三
中

大
正
三
一
、
四
三
六
上

新
導
本
巻
十
、
二
五
頁

大
正
二
六
、
三
二
五
下

新
導
本
巻
十
、
二
五
頁

大
正
四
五
、
三
五
九
上

大

E
二
六
、
三
二
五
下

新
導
本
巻
十
、
二
五

5
六
頁
。
こ
の
引
用
は
要
約
。

大
正
一
六
、
四

O
八
中
。
こ
の
引
用
は
要
約
。

大
正
四
五
、
三
五
九
上

7 8 9 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 

34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 

大
正
二
六
、
三
二
五
下

大
正
四
五
、
三
五
九
上

1
中

大
正
四
五
、
三
五
九
中

大
正
四
五
、
三
五
九
中

新
導
本
巻
十
、
二
一
頁

大
正
二
六
、
ニ
九
三
下

新
導
本
巻
十
、
二
一
頁

大
正
四
三
、
六

O
一
中

大
正
四
五
、
三
五
九
中

新
導
本
巻
十
、
二
一

s
ニ
頁

大
正
四
三
、
六

O
一
下

大
正
四
三
、
六

O
二
上

大
正
四
三
、
六

O
二
上

深
浦
正
文
『
唯
識
学
研
究
』
巻
下
(
永
田
文
園
田
堂
、

九
五
四
年
)
二
三
七
頁

新
導
本
巻
十
、
ニ
ニ

1
三
頁

大
正
四
三
、
六

O
ニ
中

こ
れ
ら
「
十
五
界
唯
有
漏
」
説
の
会
通
に
関
す
る
問
題

に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
唯
識
説
に
お
け
る
四
智
心
晶
の
有
漏
・
無
漏
を

め
ぐ
る
問
題
考
」
(
『
仏
教
学
研
究
』
五
二
、
一

九
九
六
年
)

に
詳
し
い
。
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40 39 38 

大
正
四
五
、
三
五
九
中

大
正
四
五
、
三
五
九
中

5
下

『
成
唯
識
論
』
新
導
本
巻
十
、
二
六
頁

『
仏
地
経
論
』
大
正
二
六
、
三
二
五
下

玄
柴
訳
『
摂
大
乗
論
』
大
正
三
-
、
一
四
九
下

大
正
=
二
、
六

O
七
上

漢
訳
の
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
・
『
無
性
摂
論
』
の
み
に

み
ら
れ
る
識
と
智
の
関
係
を
具
体
的
に
説
い
た
転
識
得

智
の
文
に
付
随
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
転
識
得
智
に
関
す
る
唯
識
諸
家
の
見
解
l
イ
ン

ド
・
中
国
篇
l
」
(
『
龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室

年
報
』
七
、
一
九
九
四
年
)

拙
稿
「
転
識
得
智
に
関
す
る
唯
識
諸
家
の
見
解
|
日
本

篇

l
」
(
『
龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室
年
報
』
八

一
九
九
五
年
)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

大
正
=
二
、
六

O
七
上
中
の
要
旨

玄
英
訳
『
摂
大
乗
論
』
大
正
三
一
、
一
五
一
下

大
正
四
三
、
六

O
三
下

大
正
一
六
、
四

O
八
中

大
正
一
六
、
七
一

O
下

大
正
二
六
、
三
二
五
下

S
三
二
六
上

新
導
本
巻
十
、
二
六

3
二
七
頁

43 42 41 50 49 48 47 46 45 44 

51 

拙
稿
「
唯
識
説
に
お
け
る
仏
身
論
と
五
法
説
」

教
学
研
究
』
五
一
、
一
九
九
五
年
)

大
正
四
五
、
三
五
九
下

S
三
六

O
上

註
日

大
正
四
三
、
九
七
七
上

大
正
二
六
、
三

O
二
上

『
成
唯
識
論
』
の
説
(
新
導
本
巻
十
、
二
五

5
二
六
頁
)

「
二
他
受
用
。
謂
諸
知
来
由
平
等
智
示
現
。
:
:
:
為
住

十
地
諸
菩
薩
衆
。
:
:
:
令
彼
受
用
大
乗
法
楽
。
」

『
成
唯
識
論
』
の
説
(
新
導
本
巻
十
、
二
六
頁
)

「
三
変
佑
身
。
謂
諸
知
来
由
成
事
智
変
現
。
:
・
・
:
為
未

登
地
諸
菩
薩
衆
二
乗
異
生
。
:
:
:
令
各
獲
得
諸
利
楽
事
.
」

『
義
林
章
』
で
は
「
如
来
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
義
浄

訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
で
は
「
如
実
」
(
大
正
一
六
、

四
O
八
中
)
と
す
る
。
し
か
し
、
宝
貴
合
繰
『
合
部
金

光
明
経
』
で
は
「
知
来
」
(
大
正
一
六
、
三
六
三
上
)

と
す
る
か
ら
、
基
は
こ
こ
で
は
『
合
部
金
光
明
経
』
に

拠
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
本
論
に
書
い
た
。

同
右
、
大
正
四
五
、
三
六

O
の
傍
註
に

広
w

。
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大
正
四
五
、

恥
+
』

n
h
u

円，.
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E
U

巨

u

三
六

O
上

3
中
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加
藤
精
一
氏
は
、
こ
の
③
1
3
(
第
五
義
)
に
お
け
る

基
の
解
釈
が
、
後
の
不
空
・
空
海
に
与
え
た
影
響
に
つ

い
て
注
目
し
て
い
る
。

「
『
金
光
明
経
』
の
仏
身
観
と
真
言
密
教
」
(
『
印
度

学
仏
教
学
研
究
』
二
八
|
一
、
一
九
七
九
年
)
※
『
密

教
の
仏
身
観
』
(
春
秋
社
、
一
九
八
九
年
)
一
六
四

i

一
七
六
頁
に
若
干
手
を
加
え
て
再
録
さ
れ
て
い
る
。

「
教
理
史
よ
り
み
た
法
身
説
法
」
(
『
豊
山
教
学
大
会

紀
要
』
ニ
四
、
一
九
九
六
年
)
※
『
弘
法
大
師
の
人
間

学
』
(
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
)
に
「
法
身
説
法
へ
の

発
展
過
程

l
吉
蔵
、
窺
基
か
ら
不
空
、
弘
法
へ
」
と
し

て
再
録
さ
れ
て
い
る
。

大
正
四
五
、
三
六

O
中

5
下

大
正
二
五
、
七
八
四
中

こ
の
書
に
相
当
す
る
訳
に
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
著
者

を
「
天
親
」
と
す
る
の
は
菩
提
流
支
訳
の
み
で
あ
る
。

大
正
四
五
、
三
六

O
下

法
・
応
・
化
の
三
身
に
つ
い
て
の
四
種
の
異
と
い
う
の

は
化
身
非
応
身
・
応
身
非
化
身
・
化
身
亦
応
身
・
非
化

身
亦
非
応
身
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
内
、
「
非
他

身
亦
非
応
身
」
が
法
身
に
相
当
す
る
と
さ
れ
る
。
(
大

正
一
六
、
四

O
九
中
)

大
正
三
九
、
ニ
二
一
上

5
中

64 63 66 65 67 

68 

大
正
六
六
、
五
八
八
上

5
下

拙
稿
「
『
摂
大
乗
論
』
の
法
身
説
に
つ
い
て
の
慧
沼
の

見
解
」
(
『
仏
教
思
想
文
化
史
論
叢
』
永
田
文
昌

堂
、
一
九
九
七
年
発
刊
予
定
)
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